
高潮浸水想定区域図に関する検討会
近年の台風・低気圧や全国の高潮水防の取組状況を踏まえ、国土交通省は農林水産省と共同で「高潮浸水想定区域図に
関する検討会」の意見を聴いた上で、「高潮浸水想定区域図作成の手引き」を改定し、都道府県の取組を支援します。

＜背 景＞

 学識経験者の意見も踏まえ、「高潮浸水想定区域図作成の手引き（平成27年7月）」を改定、
全国的に高潮浸水想定区域の指定・公表等を促進し、高潮・高波による浸水リスク情報の空白地をなくす。

 高波による浸水被害の発生状況を踏まえ、浸水想定シミュレーションにおける高波の設定方法を充実させ、
台風等に伴う潮位上昇による災害だけでなく、高波による災害への備えも強化。

 家屋が倒壊するなどのおそれがあり、暴風域に入る前に確実に立退き避難が必要な区域を明確化。

平成27年の水防法改正により、都道府県知事が、高潮により相

当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した海岸につい

て、想定し得る最大規模の高潮による氾濫が発生した場合に

浸水が想定される区域を高潮浸水想定区域として指定する制

度を創設。

特に、高潮により大きな被害が発生するおそれの高い東京湾、

伊勢湾、大阪湾、瀬戸内海、有明海、八代海の沿岸19都府県※

においては令和２年度中に公表予定、そのうち、千葉県、東京

都、神奈川県、大阪府、兵庫県、徳島県、福岡県の７都府県で

は、高潮浸水想定区域図をすでに公表済。

令和元年台風第15号では浸水想定区域を越えて高波による浸

水被害が発生するなど、防災情報としての精査が課題。

未公表の地域を含め、高潮リスク情報の早期把握・周知が急務。
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